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  第 81回日本公衆衛生学会，甲府市，2022年 10月． 

 

 26. 渡邉良太，辻 大士，井手一茂，斉藤雅茂，近藤克則，佐竹昭介． 

  要介護認定発生率減少と社会参加：JAGES2010-13 と 16-19 の 2 コホート比較研究． 

  第 81回日本公衆衛生学会，甲府市，2022年 10月． 

 

 27. 谷友香子，藤原武男，近藤克則． 

  調理技術は健康の決定要因か？肥満とやせとの関連：JAGES データ． 

  第 81回日本公衆衛生学会，甲府市，2022年 10月 

 

 28. 玉田雄大，草間太郎，竹内研時，木内 桜，小坂 健，近藤克則，田淵貴大． 

  高齢者の喫煙状況と健康・Well-beingとの関連：Outcome-wide 縦断研究． 

  第 81回日本公衆衛生学会，甲府市，2022年 10月． 

 

 29. 野口泰司，藤原聡子，鄭丞媛，井手一茂，斎藤 民，近藤克則，尾島俊之． 

  高齢者にやさしいまちは家族介護負担による抑うつを軽減するか：JAGES． 

  第 33回日本疫学会学術総会，浜松市，2023年 2月. 

 

 30. 辻 大士，岡田栄作，斉藤雅茂，金森 悟，宮國康弘，花里真道，近藤克則，尾島俊之． 

  地域のスポーツグループ参加割合と全死因・死因別死亡:７年間の JAGESマルチレベル縦断研究． 

  第 33回日本疫学会学術総会，浜松市，2023年 2月. 

 

 31. 上野貴之，井手一茂，佐藤豪竜，近藤克則． 

  高齢者の社会参加割合と高血圧・糖尿病の一人当たり医療費の地域相関分析． 

  第 33回日本疫学会学術総会，浜松市，2023年 2月. 

 

 32. 渡邉良太，斉藤雅茂，上野貴之，井手一茂，辻 大士，斎藤 民，近藤克則． 

  死亡前３年間の介護サービス給付費の利用パターンの抽出：９年間の JAGES 縦断研究． 

  第 33回日本疫学会学術総会，浜松市，2023年 2月. 

 

 33. 平井 寛，斉藤雅茂，近藤克則． 

  自立高齢者の外出頻度とその後の生涯介護費用の関連の検討－JAGESプロジェクト 20年間の 

  追跡研究． 

  第 33回日本疫学会学術総会，浜松市，2023年 2月. 

 

 34. 笠原正幸，井手一茂，近藤克則． 

  年齢階層別にみた高齢者の多剤服用と要支援・要介護認定との関連：JAGES2013-19縦断研究． 

  第 33回日本疫学会学術総会，浜松市，2023年 2月. 
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 35. 田村元樹，辻 大士，井手一茂，近藤克則，花里真道，高杉 友，尾島俊之． 

  地域ボランティアグループ参加割合と健康・幸福の関連：３年間の JAGES 縦断マルチレベル分析． 

  第 33回日本疫学会学術総会，浜松市，2023年 2月. 

 

 36. 谷友香子，花里真道，藤原武男，鈴木規道，近藤克則． 

  歩道の多いウォーカブルな地域では認知症リスク減：JAGESコホートデータ． 

  第 33回日本疫学会学術総会，浜松市，2023年 2月. 

 

 37 竹内寛貴，井手一茂，河口謙二郎，花里真道，近藤克則． 

  建造環境と社会参加との関連：JAGES2013-2016-2019縦断研究． 

  第 3回社会関係学会，千葉市，2023年 3月． 

 

 

 

（３）報道・その他 

 1. 栗山健一.  

  睡眠は「休養感」が鍵  お年寄りの長寝に注意．47NEWS,2022年 5月 31 日 デジタル． 

 

 2. 栗山健一.  

  夜の睡眠「休養感」が鍵 死亡リスク影響の可能性．神戸新聞，2022年 5月 23 日 朝刊． 

 

 3. 栗山健一. 

   睡眠は「休養感」が鍵 お年寄りの長寝に注意．山陰中央新報，2022年 5月 19 日 日刊． 

 

 4. 栗山健一.  

  睡眠は休養感が鍵 お年寄り、長寝に注意．徳島新聞，2022年 5月 19 日 日刊． 

 

 5. 栗山健一.  

  睡眠は「休養感」が鍵 高齢者は長寝に注意．中部経済新聞，2022年 5月 19 日 日刊． 

 

 6. 栗山健一.  

  睡眠は「休養感」が鍵 高齢者は長寝に注意．北海道新聞，2022年 5月 18日 日刊． 

  

 7. 栗山健一.  

  睡眠の「休養感」健康指示の鍵．静岡新聞，2022年 5月 17日 夕刊． 

  

 8. 栗山健一.  

  65歳以上、必要以上の長寝はリスク 睡眠 鍵は休養感．山陽新聞，2022年 5月 17日 朝刊． 

  

 9. 栗山健一.  

  睡眠は「休養感」が鍵．東奥日報，2022年 5月 16日 日刊． 

 

 10. 栗山健一.  

  睡眠時の休養感 健康の鍵に．信濃毎日新聞，2022年 5月 12 日 日刊． 

  

 11. 栗山健一.  

  休養感ある睡眠で健康維持．大分合同新聞，2022年 5月 12 日 日刊． 

  

 12. 栗山健一.  

  睡眠は「休養感」が鍵．佐賀新聞，2022年 5月 11 日 日刊． 
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 13. 栗山健一.  

  睡眠は「休養感」が鍵．長崎新聞，2022年 5月 10 日 日刊． 

  

 14. 栗山健一.  

  睡眠は「休養感」が鍵．北日本新聞，2022年 5月 10 日 日刊． 

 

 15. 栗山健一.  

  睡眠は「休養感」が鍵 高齢者、長寝は悪影響も．秋田魁新報，2022年 5月 7日 日刊． 

 

 16. 栗山健一.  

  睡眠は「休養感」が鍵に．千葉日報，2022年 5月 6日 日刊． 

 

 17. 栗山健一.  

  睡眠で重要なことは「休養感」 高齢者で死亡リスク左右．京都新聞，2022年 5月 5日 デジタ

ル． 

 


